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科目名 
 

考古学実習Ⅱ 

対象学科・学年 
  文学部文財4回生  
   
   
  
  

担当者 
 

中村 浩 

授業テーマ 
 やきものの復元と修復の実習 
授業の概要と目標 
 焼き物の復元の課程が理解できるように実習する。遺物の記録法の再確認とその報告について、公開を含めて実習する。 

評価方法 
 提出物と出席状況によって行う。 

テキスト 
  

著者 
  

出版社 
  

参考書 
 博物館実習マニュアル 

著者 
 全国大学博物館講座

協議会西日本部会 

出版社 
 芙蓉書房 

授業スケジュール・内容 

１、  実習の内容と授業の進め方 
２、 ビデオ鑑賞によって土器、陶器の製作の実際を学ぶ。 
３、 カンボジアの土器つくりについてビデオによって解説する。 
４、 土器の製作（１） 
５、 土器の製作（２） 
６、 土器の製作（３） 
７、 土器の製作（４） 
８、 土器の製作（５） 
９、 土器の製作（６） 
１０、 土器の製作（７） 
１１、 土器の製作（８） 
１２、 土器の製作（９） 
１３、 土器の製作（１０） 
１４、 土器の製作（１１） 
１５、 土器の製作のまとめ（１２） 
１６、 土器の接合（１） 
１７、 土器の接合（２） 
１８、 土器の復元（３） 
１９、 土器の復元（４） 
２０、 土器の復元（５） 
２１、 土器の復元のまとめ 
２２、 遺物の記録と報告（１） 
２３、 遺物の記録と報告（２） 
２４、 遺物の記録と報告（３） 
２５、 遺物の記録と報告（４） 
２６、 遺物の記録と報告（５） 
２７、 遺物の記録と報告（６） 
２８、 遺物の記録と報告（７） 
２９、 遺物の記録と報告（８） 
３０、 まとめ 

 

 


